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Saving Lives: reducing infection, delivering clean and safe care. High Impact
Intervention No 7 . Care bundle to reduce the risk from Clostridium difficile
http://www.clean-safe-care.nhs.uk/public/default.aspx?level=2&load=Tools&NodeID=181

英国・国営医療システム
効果的な感染対策の組み合わせ

(High Impact Intervention)

ClostridiumClostridium difficiledifficile 対策ケア・バンドル対策ケア・バンドル



①①高齢者高齢者
②②基礎疾患が重症化している場合基礎疾患が重症化している場合
③③経鼻胃管挿管経鼻胃管挿管
④④制酸剤の投与制酸剤の投与
⑤⑤ICUICU入院歴入院歴
⑥⑥長期入院経過中長期入院経過中
⑦⑦抗菌薬投与期間中抗菌薬投与期間中
⑧⑧抗菌薬の重複投与期間中抗菌薬の重複投与期間中

Clostridium difficile 関連下痢症・腸炎発症の
ハイリスク患者とは？

英国・国営医療システムのHigh Impact Intervention
Clostridium difficile 対策ケア・バンドルより



【【対策対策11】】抗菌薬の適正使用抗菌薬の適正使用
（（菌交代症の予防菌交代症の予防による発生抑止）による発生抑止）

【【対策対策22】】患者患者発生時の発生時の速やかな隔離速やかな隔離

【【対策対策33】】患者発生時の患者発生時の病院環境のクリーニング病院環境のクリーニング

【【対策対策44】】患者発生時の手指衛生の遵守患者発生時の手指衛生の遵守
（（流水と石けんによる手洗い流水と石けんによる手洗い））

【【対策対策55】】患者発生時の個人防護具患者発生時の個人防護具
（サージカルマスク・（サージカルマスク・手袋・ガウン手袋・ガウン）の装着）の装着

ClostridiumClostridium difficiledifficile関連下痢症・腸炎関連下痢症・腸炎

発生時の感染対策発生時の感染対策
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Clostridium difficile 対策ケア・バンドルより



①抗菌薬の適正処方を推進する
（感染症を治療し保菌状態で抗菌薬の投与を行わない）

②十分量の抗菌薬を必要最低限の処方期間で

③広域スペクトラムの抗菌薬の処方規制

④感染症の専門医と連携する

【【対策対策11】】

抗菌薬の適正使用抗菌薬の適正使用
（菌交代症の予防による発生抑止）（菌交代症の予防による発生抑止）

英国・国営医療システムのHigh Impact Intervention
Clostridium difficile 対策ケア・バンドルより



①患者を速やかに隔離
②患者は可能な限り個室隔離する
③扉の開放や集団隔離は可能な限り避ける
④退院可能な限り早く退院してもらう

【【対策対策22】】

患者発生時の速やかな患者隔離患者発生時の速やかな患者隔離

英国・国営医療システムのHigh Impact Intervention
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①感染症の疑い①①感染症の疑い感染症の疑い

②疾患の臨床診断②②疾患の臨床診断疾患の臨床診断

③原因別の感染経路の確認
患者のプロフィールを確認

③③原因別の感染経路の確認原因別の感染経路の確認
患者の患者のプロフィールプロフィールを確認を確認

患者患者
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準
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策
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④感染経路別予防策

疑い&診断

により
早期から

経路別予防策を
講ずる

CDC:CDC:隔離予防策隔離予防策20072007

エンピリックな隔離予防策のエンピリックな隔離予防策の適応適応
（（Empiric applicationEmpiric application））

満田年宏訳満田年宏訳,, 隔離予防策のための隔離予防策のためのCDCCDCガイドラインガイドライン.. ヴァンメディカルヴァンメディカル,, 20072007より引用より引用



CDC:CDC:隔離予防策隔離予防策20072007

エンピリックな隔離予防策のエンピリックな隔離予防策の適応適応
（（Empiric applicationEmpiric application））

標準予防策
(小児および成人)

腸内病原体失禁患者やおむつ
患者で感染性の原
因がありそうな急性

下痢症

経験的予防策経験的予防策
((常に標準予防策を含む常に標準予防策を含む))

可能性のある可能性のある

病原体病原体

臨床症状臨床症状

または病態または病態

下 痢



①環境のクリーニングを強化

②次亜塩素酸ナトリウムによる環境消毒を加える
※高頻度接触部位と床を丁寧に消毒

③患者が使用した器具（ポータブル便器等）のク
リーニング

【対策3】

患者発生時の病院環境のクリーニング

英国・国営医療システムのHigh Impact Intervention
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ベッドサイドベッドサイド
スタンド等スタンド等
照明設備照明設備

Journal of Hospital Infection
(2001) 49: 204-209

ClostridiumClostridium difficiledifficileによる環境汚染部位による環境汚染部位

床床

ベッド
窓

流し



①①患者ケア時には患者ケア時には手袋を装着手袋を装着するする

②②芽胞にアルコール系手指衛生剤は無効芽胞にアルコール系手指衛生剤は無効

③③流水と石けんによる手洗い流水と石けんによる手洗いをを実施する実施する

④④アルコール系手指衛生剤はアルコール系手指衛生剤は
院内のその他の病原体対策には有用院内のその他の病原体対策には有用

【対策4】

患者発生時の手袋装着と
流水と石けんによる手指衛生の遵守

英国・国営医療システムのHigh Impact Intervention
Clostridium difficile 対策ケア・バンドルより



Am J Infect Control 2007;35:310Am J Infect Control 2007;35:310--4.4.



病原体のアルコール系消毒薬抵抗性別の
感染対策（例）

①ノロウイルスや

ClostridiumClostridium difficiledifficile
にはアルコール手指消毒薬
では効果が期待できない

①入退室前後に①入退室前後に
流水と石けんで手洗いを流水と石けんで手洗いを

③手袋装着③手袋装着
※※外したら外したら

流水と石けん手洗い流水と石けん手洗い

②ガウンを着用②ガウンを着用

④聴診器や血圧計は専用で④聴診器や血圧計は専用で



①①患者ケア・診察時に患者ケア・診察時に個人防護具の装着を徹底個人防護具の装着を徹底

②②面会・付き添い面会・付き添い人も人も個人防護具の装着を徹底個人防護具の装着を徹底

【対策5】
患者発生時の個人防護具の装着

（サージカルマスク・手袋・ガウン）
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①①早期対応を行えばコスト節減に繋が早期対応を行えばコスト節減に繋がるる
②②平均在院日数の短縮が期待でき平均在院日数の短縮が期待できるる
③③患者満足度の向上が見込め患者満足度の向上が見込めるる
④④患者からの信頼が増し病院の評価を高患者からの信頼が増し病院の評価を高めるめる

【【経営面から経営面から見た見た感染対策の考え方感染対策の考え方】】
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